
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 令和６年度 検討の概要 

 

  



【令和６年度 検討の概要】 

 

１ 優先して検討する項目の抽出 

･ 庁内検討チームの検討項目については、平成24年度に検討委員会の意見を踏まえ、次

の２項目を優先して検討することとなり、現在も検討が継続している。 

・知多半島の水源転換に関する検討 

・福原輪中の塩害防止に関する検討 

･ 検討の進め方や結果のとりまとめについても、検討委員会と意見交換を行い、検討委

員会の助言などを得ながら、進めてきたところであり、「第１ 愛知県の率先的行動に

関する経過等」の「２ これまでの検討状況」で述べたとおり、庁内検討チームでは

平成24年度の設置以降令和２年度まで、開門調査に係る調査・検討の結果を毎年度と

りまとめ、愛知県のWebページで公表してきた。 

・令和３年度は平成24年度から令和２年度までの10年間の検討に対する中間とりまと

めを行い、令和４年度は中間とりまとめを踏まえた今後の庁内検討チームの進め方に

ついて、検討委員会からの助言を得ながら検討・決定した。 

･令和６年度は、令和５年度と同様に、令和４年度に決定した今後の庁内検討チームの進

め方を考慮しつつ、これまで検討を進めてきた上記２項目の調査・検討を継続するこ

ととした。 
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２ 令和６年度の検討作業の内容 

･ 上述の２項目の検討に加え、愛知県の率先的行動の一つである「愛知県・名古屋市で

の節水努力の呼びかけ」についても、令和５年度までと同様に、その活動をとりまと

めた。 

･ 以上より、今年度の愛知県の率先的行動に係る検討作業の内容を一覧表にまとめると、

次のとおりとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 検討結果の取扱い 

･ 今年度行った検討の内容（資料１～資料３）については、あくまで庁内検討チームが

独自に調査・検討等を行ない取りまとめたものであり、本報告書中における考察等に

関しては、国や他県など関係機関との協議・調整は行っていない。 
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